
（別記） 

令和６年度千曲市農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

千曲市においては、一人当たりの水田経営面積が少なく、飯米農家が多い地域である。

水田面積に占める主食用米面積の割合が５５パーセント前後で推移しており、千曲川沿い

の肥沃な土地を活用した、稲作を中心とした水田農業地帯である。平坦地においては、担

い手への農地の利用集積も進みつつあるが、山々に囲まれて中山間地域も多く、担い手集

積も進まず、遊休農地の増加・活用が課題となっている。 

また、農家の高齢化、後継者不足も進んできており、農家戸数の減少も見られ、農業・

農村自体の維持も課題となってきている。 

独自の取組みとして、ブロックローテーションに取組んでおり、この地域を中心に担い

手が主となり麦、大豆、地域振興作物の作付けを行ってきた。 

しかしながら、地域によってはブロックローテーション内での転作率の低下により、集

団転作自体の維持が困難となっている状況である。 

 

２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

当地域として、長い歴史の中で作付がされてきた野菜や花卉を中心に、たまねぎ・アス

パラガス・トマト(加工用含）・トルコギキョウ・アリウム・グラジオラス・あんず・ワイ

ン用ぶどうなどを産地交付金枠として個票の設定を行い、他の品目よりも高い単価設定を

することで農業者の需要に応じた作物への転作を促進し、更なる作付面積の拡大に起因す

るよう推進していく。 

 また、交付金メニューの詳細な説明及び PR活動を継続し、より多くの対象者に制度を

活用いただき、高収益作物への転作を促していく。 
 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

 当地域は飯米農家が多く、生産数量目安値を達成する為には、集団転作の維持継続が必

要不可欠な状況である。したがって、集団転作該当水田については、引き続き農業者の理

解を得ながら、ブロックローテーションに取り組むとともに、個々の農業者による転作に

ご協力をいただく状況である。 

 水田の利用状況については各作物の作付の時期に併せて年３回程度の現地確認を行い、

畑作物のみを生産し続け、今後も水稲作に活用される見込みがないか等の点検を行う。そ

の結果を踏まえて農業者への転作の推進や交付金のメニューを設定していく。 

 また、水路等所管部署と連携をしながら、将来的な畑地化が可能なエリアを併せて検証

し、地権者、耕作者等の意見を踏まえ、畑地化の可能性を模索していく。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

長野県農業再生協議会から千曲市へ示される、生産数量目安値を基に、需要に応じた米

の生産を行う。 

 

 



（２）非主食用米 

 

  ア 飼料用米 

飼料用米が安定的に生産・供給されるよう産地を誘導するため、複数年契約となる

ように推進していく。また、併せて生産コストの削減を目指し生産性向上の取組を実

施し、転作作物への位置づけを図る。 

 

（３）麦、大豆 

麦・大豆については、これまで地域で産地化を図ってきた品種を中心に、販売競争力を

高め、農業経営の安定化を進めるとともに、生産性及び品質の向上、二毛作を定着させる

ことにより安定した生産量を確保し、実需者から継続して取引ができる産地の確立を目指

す。 

 そのため産地交付金を活用し、集団転作地域内等での転作を促進する。また、二毛作を

推進し、農業者の生産性向上及び農地の高度利用を図る。 

 

（４）そば 

 ブロックローテーション地域や中山間地域の水田を中心に取組を進め、地元の実需者と

の結びつきを図っていく。 

 また、二毛作を支援することで水田を有効に活用し、農業者の所得向上を目指す。 

 

（５）高収益作物 

たまねぎ、アスパラガス、トマト（加工用含む）は従来から地域特産品として取組んで

きた野菜品種であるが、これらをしっかりと継承していくため、産地交付金を活用した作

付面積拡大を促進する。 

 また、別紙個票の作物を「高収益作物」として、水田での栽培に対し支援を行うことで

農業者の所得向上を図る。 

 花卉・果樹については、トルコギキョウ、アリウム、グラジオラス、あんず、ワイン用

ぶどうを地域特産品として位置づけ、将来にわたり継承していくため、産地交付金を活用

し作付けを促す。 

また、一定の出荷量を確保することで、当該地域での更なるブランド化を図っていく。 

 
 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 ※ 農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付してください。 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

394 0 390 0 390 0

0 0 0 0 0 0

1 0 1 0 1 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

103 1 105 2 110 0

80 67 81 68 83 70

0 0 0 0 0 0

・子実用とうもろこし 0 0 0 0 0 0

16 15 17 16 19 18

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

40 0 42 0 45 0

・野菜 16 0 17 0 18 0

・花き・花木 8 0 8 0 9 0

・果樹 16 0 17 0 18 0

・その他の高収益作物 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

麦

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和８年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米

その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

（R5年度）73 （R6年度）75
（R7年度）77
（R8年度）78

（R5年度）81 （R6年度）84
（R7年度）86
（R8年度）88

（R5年度）9 （R6年度）12
（R7年度）13
（R8年度）14

（R5年度）2.3 （R6年度）4
（R7年度）4
（R8年度）5

（R5年度）0.3 （R6年度）0.3
（R7年度）0.4
（R8年度）0.4

（R5年度）0.4 （R6年度）0.5
（R7年度）0.6
（R8年度）0.7

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

飼料用米
（基幹作のみ）

飼料用米の複数年契約
加算に係る助成

複数年契約の作付面積
(ha)

そば
（基幹作のみ）

そば生産に係る助成
（地域の取組に応じた

配分の対象）

対象作物の作付面積
(ha)

たまねぎ、アスパラガス、
トマト(加工用含）、トルコ
ギキョウ、アリウム、グラ
ジオラス、あんず、ワイン

用ぶどう
（全て基幹作のみ）

地域振興作物の生産に
係る助成

地域振興作物の導入面
積(ha)

野菜、花卉、花木、果樹
（別紙産地交付金対象作物

一覧のとおり）
（全て基幹作のみ）

高収益作物に係る助成
高収益作物の導入面積

(ha)

6

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1

5

3

4

2

麦、大豆、そば
（基幹作物）

戦略作物等の集団転作
定着度に係る助成（当
該年度集団転作地域

内）

戦略作物等の集団転作
定着度割合（％）

麦、大豆、そば
（二毛作）

戦略作物等の農地高度
利用に係る助成

戦略作物等の農地高度
利用導入面積（ha)



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：長野県

協議会名：千曲市農業再生協議会

1 戦略作物等の集団転作定着度に係る助成 1 10,000 麦、大豆、そば 対象作物の作付面積又は作業受託による作付面積

2 戦略作物等の農地高度利用に係る助成（二毛作） 2 10,000 麦、大豆、そば 対象作物の作付面積又は作業受託による作付面積

3 地域振興作物の生産に係る助成 1 30,000
たまねぎ、アスパラガス、トマト(加工用含）、
トルコギキョウ、アリウム、グラジオラス、あ

んず、ワイン用ぶどう
対象作物の作付面積又は作業受託による作付面積

4 高収益作物に係る助成 1 14,000 野菜、花卉、花木、果樹（別紙のとおり） 対象作物の作付面積又は作業受託による作付面積

5 飼料用米の複数年契約加算に係る助成 1 6,000 飼料用米

１　需要者側へ出荷・販売を目的として、以下の要件を満たす3年以上の複数年
契約（令和3年産から新たに結んだ令和5年産まで、または令和4年産から新た
に結んだ令和6年産までの3年分を含むもの）に基づき、対象作物の生産に取り
組む販売農家（複数年契約に係る新規需要米取組計画に位置づけられた者に
限る）による取組であること。
①生産者側と需要者側の契約であること。
②販売契約書に各年産米の契約数量及び契約価格（契約価格の設定方法含
む）が明確に記載されており、　かつ、契約不履行に対する違約条項があるこ
と。
③複数年契約期間中の契約数量が維持又は増加するものであること。
２　需要に応じた米の生産・販売の推進に関する要領に定める新規需要米取組
計画の認定を受けていること。
３　飼料用米については、生産性向上のための課題に対する取組として、別紙
の生産性向上の取組のうち、1つ以上に取り組むこと。
対象作物の作付面積又は作業受託による作付面積（要件あり）

6
そば生産に係る助成

（地域の取組に応じた配分の対象）
1 20,000 そば 対象作物の作付面積又は作業受託による作付面積

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくだ
さい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。



本表に記載のない品目は、産地交付金の交付対象とならないので注意する

野菜 葉洋菜類 ハーブ ブロッコリー キャベツ※１ ケール 小松菜 春菊 セルリー※２ チンゲンサイ

ねぎ 野沢菜 はくさい※３ パセリ ほうれんそう みずな モロヘイヤ レタス※４

しそ にら

果菜類 イチゴ オクラ かぼちゃ※５ とうがらし ゴーヤ スイートコーン ズッキーニ そらまめ

なす ほうずき スイカ メロン ごま インゲン えだまめ ししとう

エンドウ豆 胡瓜 ピーマン

根菜類 かぶ さといも さつまいも じゃがいも※６ しょうが だいこん らっきょう とうのいも

ながいも にんじん くわい こんにゃく にんにく

花き アザミ※７ アスター アーティチョーク アネモネ しゃくやく アルストロメリア アヤメ エキノプス

エリンジューム オダマキ オーニソガラム おみなえし 貝細工 カキツバタ かすみ草 カーネーション

カラー 観賞用唐辛子 カンパニュラ キキョウ キク※８ 金魚草 クジャクソウ ラン

クリスマスローズ ケイトウ コスモス ササリンドウ サマーチェリー サンダーソニア シクラメン 秋明菊

スイセン スイートピー スカビオサ スターチス※９ ストック スモークグラス 千日紅 ソリダコ

ソリダスター ダイアンサス ダリア チューリップ デルフィニウム 菜の花 ナデシコ バラ

ひまわり 姫ヒマワリ ヒメユリ 日扇 風船とうわた フサスグリ ブプレウラム フリージア

ベニバナ ヘリクリサム 弁慶草 ほうき草 ほおずき ホトトギス マトリカリア マリーゴールド

ミシマサイコ メジューム モルセラ 矢車草 ユリ ラークスパー ラベンダー ラナンキュラス

リアトリス リンドウ ルドベキア ルピナス レースフラワー れんげ ワレモコウ はす

ソラナム

花木 アジサイ イチイ ウメモドキ 桜 シンフォリカルポス スモークツリー セツカヤナギ ツルウメモドキ

南天 ビブルナム ヒペリカム ボケ 紫式部 レンギョウ ユーカリ キイチゴ

果樹 りんご うめ※１０ 柿 キウイフルーツ 銀杏 くり クルミ さくらんぼ

ぶどう※１１ 西洋なし 日本なし ソルダム すもも※１２ ベリー類※１３ プルーン もも

ヘーゼルナッツ

（注）助成対象水田となっている水田に作物作付を行った場合のみ助成対象となる。

※１：グリーンボール、レッドキャベツ含む ※１１：醸造用ぶどうは含まない
※２：ミニセルリー含む ※１２：プラム、ソルダム含む
※３：黄芯はくさい、ミニはくさい、加工用はくさい含む ※１３：ブルーベリー、ラズベリー、クランベリー等含む
※４：グリーンリーフ、サニー、フリル、ロメイン含む
※５：オモチャカボチャ含む
※６：馬鈴薯、メークイン含む
※７：ルリタマアザミ含む
※８：小菊を含む
※９：１年生、多年生、宿根含む
※１０：小梅含む

産地交付金対象作物一覧（整理番号4別紙）

１０a当たり助成単価 14,000円以内



地域内流通
千曲市内の需要者への出荷
【確認方法】
販売先がわかる伝票等

立毛乾燥 【確認方法】
作業日誌

担い手が行う取組
農地中間管理機構の借受者、認定農業者、認定新規
就農者、人・農地プランに位置づけられた地域の中心と
なる経営体【確認方法】営農計画書及び農業経営改善
計画の認定書

施設・機械の共同利用 【確認方法】
作業日誌又は機械利用簿

土づくり
（堆肥の施用、ケイ酸質資材の施用）

【確認方法】
作業日誌及び土壌診断結果通知書又は肥料購入伝票

肥料の低コスト化、省力化
（土壌分析、生育診断を踏まえた施肥、流し込み施肥）

【確認方法】
作業日誌及び土壌診断結果通知書又は肥料購入伝票

農薬の低コスト化、省力化
（種子の温湯消毒、農薬の苗箱播種同時処理、共同防除）

【確認方法】
作業日誌及び農薬の購入伝票

不耕起田植技術 【確認方法】
作業日誌

排水対策
（明暗きょ排水の整備、心土破砕）

【確認方法】
作業日誌

育苗・移植作業の省力化
（直は栽培、乳苗移植、プール育苗、密苗栽培、疎植栽培）

【確認方法】
作業日誌

（個票⑤の別紙）

生産性向上のための取組

取組内容 備考

多収品種の導入
【確認方法】
種子の購入伝票（自家採取の場合は作業日誌及び購
入当初の種子購入伝票又は自家増殖計画書）


